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令和 2年度の事業概況 
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営農事業 

お 米 の 振 興 

① 生産者所得の増大と担い手農家の作期分散

に向けて、早生品種の多収穫米「ちほみのり」

「つきあかり」の作付誘導を行いました。 

② 地域と一体となったコウノトリと共に生き

る環境に配慮した持続可能な農業やコウノ

トリ育むお米の輸出などが評価され、「令和

２年度未来につながる持続可能な農業推進

コンクール(有機農業・環境保全型農業部門）」

において、農林水産大臣賞を受賞しました。 

③ 新型コロナウイルス感染拡大防止のため、例

年開催している田植えや生きもの調査、稲刈

りなどの消費者交流会は中止としましたが、

インターネットを使用したリモート交流会

を開催するなど、産地 PR を行いました。 

④ 消費者のライフスタイルに応えるお米の販

売チャネルとしてインターネットサイト「地

米屋」を運営しました。 

⑤ 新たにスイスとフランス向けにコウノトリ

育むお米の輸出を開始しました。 

 

特産物の振興 

① 需要に応える生産・出荷指導と市場への有利

販売につとめた結果、販売高は前年増となり

ました。 

② たじまピーマンの収量向上を目的として、拍

動かん水装置の導入補助を継続的に実施し

ました。また、作付け開始から３年目までの

生産者に対して、畝立て作業委託の一部助成

を実施しました。 

③ さらなるブランド化をすすめるため、「朝倉

さんしょ」の地域団体商標を取得しました。 

④ 担い手生産者の所得向上に向けて、TAC が

担い手生産者へ収穫や選別作業を省力化し

た大納言小豆の提案活動に取り組みました。 

 

営農指導・利用・資材・農機事業 

① 本格的に取り組みをスタートした早生品種

の多収穫米「ちほみのり」「つきあかり」の

栽培指導や圃場巡回を実施しました。 

② TAC と総合支店長による同行訪問活動に取

り組み、担い手農家や営農組織の皆さまから、

JA に対する要望やご意見を伺いました。 

③ 大規模担い手農家向けに、多収穫米の作付誘

導に合わせて低コスト大型規格の農薬や銘

柄統一した肥料を提案し、多くのご利用をい

ただきました。 

④ 鳥獣害の減少に向けて、但馬広域営農団地運

営協議会と連携して対策の先進事例や対策

資材の研修会を開催しました。 

 

直売所の活動 

① 但馬全域からたじまんまへ手軽に出荷いた

だき、店舗の一層の品揃えの充実をはかるた

め、各営農生活センターを巡る集荷ルート便

の運行を開始しました。 

② 自社サイトを活用した「たじまんまオンライ

ンショップ」を開店し、但馬の特産品の全国

向け販売を開始しました。 

③ 地域貢献活動の一環として NPO 法人と食

材提供の協定を締結し、たじまんま(豊岡)を

通じて、子ども食堂への食材無償提供を始め

ました。 

 

畜産事業 

繁殖和牛・但馬産肥育牛の振興 

① 新型コロナウイルス感染拡大で外食・インバ

ウンド需要が減退した影響により、枝肉相場

が下落し、但馬家畜市場の子牛平均価格も対

前年比 22.9％安(▲21万6,494円)の 72 

万 5,933 円となりました。 

② 南あわじ市で開催された第 102 回兵庫県畜

産共進会で、管内から種牛の部 12 頭、肉牛

の部８頭が出場し、優秀な成績を収めました。 

③ 畜産クラスター事業および県の但馬牛増頭

促進事業等を活用し、管内の繁殖雌牛の増頭

につとめました。 

④ 新型コロナウイルス感染拡大に対する畜産

農家支援策として、「異常産４種混合予防接
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種の助成金」「繁殖用配合飼料奨励措置」を

実施するとともに、引き続き「畜舎の衛生改

善のための消毒液の無料配布」などを行いま

した。また、国の給付金・助成金受給にかか

る手続き支援を行いました。 

⑤  JA たじま主催の神戸ビーフ枝肉共励会を

神戸中央卸売市場および加古川食肉地方卸

売市場において年間５回開催し、但馬牛の一

層の評価向上につとめました。 

 

但馬牛のブランドを高める肉の店 

① 全国の方に但馬牛の魅力を知ってもらうた

め、ふるさと納税の返礼品としての提供や、

インターネット販売に取り組みました。 

 

福祉・経済・生活事業 

くらしに安心を与える福祉事業 

① JA らしいサービスとして、豊岡東、七釜の

各デイサービスセンターに、利用者が栽培か

ら収穫までの農作業体験ができる「ふれあい

農園」を設置しました。 

② 令和３年度から八鹿介護センターと和田山

介護センターを統合し、「 JA たじま南但介

護センター」として運営するための準備をす

すめました。 

 

くらしの安全・安心を守る生活購買事業 

① 国産原料商品を中心とした、安全・安心でく

らしに役立つ商品を、「JA くらしの宅配便」

を通して女性会員や組合員にお届けしまし

た。 

 

快適で環境にやさしいＬＰガス事業 

① 24 時間体制で利用者の保安確保につとめ

ました。また、高齢世帯を中心に、器具の点

検と安全機能説明を行う「シルバーサポート

活動」に取り組みました。 

 

② 組合員の生活に必要な電気を安定・安価に供

給する「JA でんき」の普及活動に取り組み

ました。 

 

健康で文化的な生活を応援する生活文化事業・旅

行事業 

① 女性会各支部の生活文化活動や健康福祉活

動、組織購買への支援を行いました。 

② 組合員の健康管理の一環として、町ぐるみ健

診、特定健診を実施しました。 

③ 日本航空機内誌(令和３年２･３月号)に「たじ

まんま」の紹介記事を掲載いただくなど、日

本航空と共同で但馬地域への旅行客の誘客

活動に取りました。 

 

信用事業（地域密着型金融への取り組み） 

農業メインバンクとしての取り組み 

① 地域の「農業メインバンク」として、支店と 

TAC が連携して「アグリマイティー資金」

の融資に積極的に取り組むとともに、新型コ

ロナウイルス感染症の影響を受けた農業者

に「美しい村づくり資金」による資金繰り支

援を行いました。 

② 農畜産物の販売代金を有利に運用し農家を

応援するため農家世帯支援定期貯金の取り

扱いを行いました。 

  

生活メインバンクとしての取り組み 

① たじまの農産物が当たる JA 独自の選べる

定期貯金キャンペーンを展開し、多くの方に

ご利用いただきました。 

② 新たに年金を受給される方など、多くの方に

年金の受給口座を JA にご指定いただきま

した。 

③ 住宅ローン・マイカーローン等の資金ニーズ

に対応するため、ローンプラザ(豊岡・和田山)

で休日も相談できる体制を整備しました。 

 

利用者満足度の向上 

① 年金友の会会員へのサービスとして、誕生

日・喜寿・米寿を迎えられた方へプレゼント

をお届けしました。 
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② 新型コロナウイルス感染拡大防止のため、組

合員・利用者宅への訪問の際には事前にご連

絡し、了承をいただいた上で訪問するよう配

慮しました。 

 

共済事業 

ひと・いえ・くるまの総合保障の拡大 

① 世帯の保障点検活動「３Ｑ訪問活動」を通じ

て、保障の普及拡大につとめました。 

② 充実した保障で自然災害に備えるため、建物

更生共済「むてきプラス」の普及につとめま

した。 

③ くるまの保障の普及拡大につとめました。 

 

もっと便利に、さらに安心 

① ペーパーレスとキャッシュレス契約を拡充

し、組合員の利便性の向上と契約手続きの簡

便化を実施しました。 

② 広域災害の発生に備えて損害調査体制の充

実につとめました。 

③ スタントマンによる自転車交通安全教室を

八鹿青渓中学校、和田山中学校、夢が丘中学

校で開催し、交通安全の啓発活動を行いまし

た。 

 

組織面の活動 

① 組合員加入運動に取り組み、組織基盤の強化

をはかりました。 

② 新型コロナウイルス感染拡大防止のため、地

区別懇談会は中止としましたが、総代に向け

て JA の取り組みや令和元年度決算等に関

する意見とりまとめを行い、総代会や個別で

の回答・対応を行いました。 

③ 身近な話題を掲載した「たより」の発行や店

頭での掲示を通じて、組合員の拠り所となる

地域に密着した支店・営農生活センターづく

りにつとめました。 

 

 

 

教育・学習の活動 

① 協同組合運動の普及と拡大を目的に、家の光

３誌(家の光、地上、ちゃぐりん)と日本農業

新聞の普及に取り組みました。 

 

地域貢献活動 

① スポーツを通じた健康づくりや仲間づくり

を応援するため、「JA たじま杯」として地

域のスポーツ大会(少年サッカー、小学生バレ

ーボール、少年野球)に協賛しました。 

 

情報・広報活動 

① 組合員広報誌「リレーション」は『みんなで

作る組合員向け広報誌』を編集方針に掲げ、

組合員や JA たじまの活動を広く知ってい

ただくための誌面づくりにつとめました。 

② JA たじまの活動をより多くの方に知って

もらうため、マスコミ各社に対するプレスリ

リースや、日本農業新聞への投稿を積極的に

行いました。 

 

経営面の活動 

① 不祥事の再発防止策として、各種研修による

コンプライアンス意識の向上や、業務マニュ

アルの運用徹底による内部統制の強化に役

職員全体で取り組みました。 

② 令和３年度から令和６年度を対象期間とし

た中期計画 Plan 2024 および経営改善計

画の検討をすすめました。 

③ 新人事制度の運用を開始し、組合員の負託に

応える職員の育成につとめました。 

④ 健全経営と内部統制の厳格化に向けて、監事

監査・内部監査計画に基づいた定期監査、随

時監査を実施しました。 
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令和 2 年度の主な業績について 

 

■事業利益 

5 億5,371 万円 

 

 

■経常利益 

8 億8,788 万円 

 

 

■当期剰余金 

5 億0,601 万円 

 

 

 

■購買品取扱高 

26 億8,956 万円 

 

 

■販売品取扱高（受託販売） 

59 億5,360 万円 

 

 

 

 

 ＪＡたじまでは、平成 25年度決算にかかる配当より、出資配

当に加え、新たに事業分量配当を導入しています。 

 これは、「協同組合は利用者組織であり、組合員の事業利用に

よって生み出された剰余金は出来る限り組合員事業利用者へ還

元する」という考えから導入したものです。 

 配当基準等については、48ページの剰余金処分計算書をご覧下

さい。 

 

 

28 年度 

428 

29 年度 

394 

30 年度 令和元年度 

287 
316 

令和 2 年度 

553 

28 年度 

2,994 

29 年度 

2,968 

30 年度 

2,846 

令和元年度 

2,689 

令和 2 年度 

2,764 

887 

28 年度 29 年度 

649 

705 

30 年度 

656 

令和元年度 

667 

令和 2 年度 28 年度 29 年度 30 年度 令和 2 年度 

6,378 

令和元年度 

6,645 

6,076 

5,953 

28 年度 29 年度 

391 

30 年度 

427 

令和 2 年度 令和元年度 

405 

228 

506 

（百万円） （百万円） 

（百万円） （百万円） 

（百万円） 

6,726 
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令和 2 年度の主な業績について 

 

■貯金残高 

3,672 億1,635 万円 

 

 

■貸出金残高 

516 億1,593 万円 

 

 

■長期共済保有高 

1 兆0,487 億円 

令和 2 年度の自己資本の状況 

 

■自己資本比率 

 13.01％ 

 当 JA では、多様化するリスクに対応するとと

もに、組合員や利用者のニーズに応えるため、財

務基盤の強化を経営の重要課題として取り組ん

でいます。内部留保につとめるとともに、不良債

権処理及び業務の効率化等に取り組んだ結果、令

和 3 年 3 月末における単体自己資本比率は、

13.01％となりました。 

※ 国際統一基準（バーゼルⅢ）を踏まえた「農業協同

組合等がその経営の健全性を判断するための基準」

（平成 18 年金融庁・農水省告示第２号）に基づき

算出しています。） 

※ バーゼルⅢは海外営業拠点を有する金融機関が対象

となっており、農業協同組合はその拠点を海外に有

しないことから、上記基準が示す自己資本比率は

4％以上（国内基準）とされています。 

 

 

 

■普通出資による資本調達額 

項  目 内  容 

発行主体 たじま農業協同組合 

資本調達手段の種類 普通出資 

コア資本に係る 

基礎項目に算入した額 

4,288 百万円 

（前年度 4,383百万円） 

 

自己資本の詳細については、62 ページをご覧下

さい。

28 年度 29 年度 

3,493 

30 年度 令和 2 年度 

3,530 3,583 

令和元年度 

3,549 
3,672 

28 年度 

14.10 

29 年度 

13.88 

30 年度 

13.03 

令和 2 年度 

13.26 

令和元年度 

13.01 

28 年度 

535 

29 年度 

517 

30 年度 

516 

令和 2 年度 

506 

令和元年度 

516 

28 年度 

12,662 

29 年度 

11,065 

令和 2 年度 

12,181 

30 年度 

11,663 
10,487 

令和元年度 

（億円） 

（億円） 

（億円） 

（％） 




